
 

情報モラル教室 
 9 日(火)に沼田警察署生活安全課の警察
官の方に来ていただき情報モラル教室を行
いました。自分の情報をしっかり守ること
やネットの情報を鵜呑みにしないなど、ネ
ット社会で生きるために必要な知識を学び
ました。授業の終わりにはたくさんの子ど

もたちが挙手をして感想を言ってくれまし
た。 

 

参考までに 
～情報モラルとは～ 

 情報モラルとは、「情報社会の中で上手に
生きていくために必要な考え方や態度」の
ことです。インターネットを使用する際に、
人に迷惑をかけたり、自分が危険な目に遭
わないようにしたりするための、ルールや

マナーとも言えます。 
 最近のニュースで、SNS の投稿がきっか
けとなったと考えられる殺人事件も起きて
います。とても悲しいことです。決して起こ
ってはならないことです。小学生の間でも、
SNS に悪口を書き込まれるなど、さまざま

なネットトラブルが起きています。「知らな
かった」では済まされないことです。児童の
皆さんはもちろん、お子さんがインターネ
ットを使用する前に、おうちの方も一緒に
学んでほしい大切な知識です。情報化は、
我々大人が思っている以上に子ども達の生
活に関わっていて、ＷＨＯではネット依存
症が病気として認定されています。そうな
ると「情報を利用すること」から「情報に支
配されている状態になる」ことに近いかも
しれません。情報化に関する知識は子ども

達の方がすさまじい速度で吸収しています。
その学習を、これからの自分に役立て、正し
い判断で使えるようにする学びがとても大
切になります。 
 文部科学省の取り組みとしては、小学校
低学年から段階的に情報モラル教育の指導
が行われています。しかし、まだ情報モラル

教育を十分に受けていない年齢のお子さん
でも、学習のためにインターネットで検索
をしたり、オンラインゲームをしたり、また
動画を見たりと、日常生活にインターネッ
トが浸透しているご家庭がほとんどでしょ
う。小学校入学前から必要に応じて情報モ
ラルを身につけておく必要があります。 
＜どんなことを教えればよいか＞ 
 文部科学省が設定している情報モラル指
導カリキュラムチェックリストの事項のう
ち、小学校低学年に向けたものは、次のよう
な内容です。 

これらはインターネットだけでなく、日
常生活でも守っていきたいことばかりです。 
まずは、相手を思いやる気持ちを大切にす
る心を育てることが大切です。 

 そして、インターネットでも同じように、
相手を尊重しないといけないことを伝えま
しょう。顔が見えないツールだからこそ、い
つも以上に気を配る必要があります。イン
ターネットは世界中につながっており、そ
の先には人がいることをしっかり認識させ
てください。 

 

 ご家庭でも是非話題にしていただけると

ありがたいです。よろしくお願いします。 

・約束や決まりを守る 
・人の作ったものを大切にする心をもつ 
・生活の中でのルールやマナーを知る 
・大人といっしょに使い、危険に近づかない 
・不適切な情報に出合わない環境で使用する 
・知らない人に連絡先を教えない 
・決められた利用の時間や約束を守る 
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